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はじめに

崎山政毅

バイリンガリズムをご存知でしょうか。
多くの方は，語学学校のコマーシャル・フィルムなどで，「バイリンガル」という言葉をお聞

きになったことがあるはずです。「母語」である日本語のほかに，英語をみごとに操ってみせる
―今や大学においても就職にさいしても，英語の到達度・能力テストが参照されるのは当然，
という流れができあがっています。
しかし，なぜ二つ（あるいはそれ以上）の言語を用いることが，求められているのでしょう。
こうした言葉の現状に対して，私たち国際言語文化研究所は，「そもそも，なぜ？」の問いを投
げかけてみたいと考えています。
バイリンガリズムとは，通常，個人から社会にいたる様々なレヴェルでの二言語（多言語）
併用のことを指しますが，バイリンガリズムが生み出される状況は，その多様性をはるかに超
えて複雑なものです。
戦争や植民地支配や人種差別によって，移住を強いられた人びとが生き延びるための言語習
得。新天地をもとめて越境した人たちが，ホスト社会と折り合いをつけ，成功をおさめようと
するさいの二言語併用。「ジプシー」と呼ばれるシンティ，ロマーニ民族の成員は，かつては移
動（そして追放）のなかに人生を送ってきましたが，その過程でじつに多くの言葉を同時に使
うようになりました。メソアメリカのマヤ系の先住民族には，旧植民者の言葉であるスペイン
語だけでなく，いくつもに分かれたエスニック・グループの言葉を，そしてときには観光客向
けの英語さえも日常的に使う多言語話者が多数存在します。
そして，研究課題としてもバイリンガリズムは存在しています。植民地主義・人種主義が強
制した支配言語によるバイリンガリズムの歴史性。文学をはじめとする表現活動のなかでの多
言語使用の問題。人類学・民族学は「対象」の人びとと向き合うことで，バイリンガリズム状
況を自らのものにしなければなりません。そしてもちろん，バイリンガリズムそのものの追究
も重要な課題です。
私たち国際言語文化研究所の秋季企画では，上記の問題の群れをほりさげ，バイリンガリズ
ム研究において，あるいはバイリンガリズムをめぐる研究において，「問われているのはそもそ
も何なのか・何故なのか」を明らかにしていこうと思っています。


